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第74巻　第3号　予告
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本号が読者の皆様のお手元に届く頃，日本では再び暑い季節が始まろうとしているのではないだろうか．本号では，
今や世界的な健康課題ともいえる「熱中症」を特集テーマとしてとりあげた．気候変動適応法の改正の概要や地方自治
体の取り組み，職場や学校での対策，最新版の熱中症診療ガイドラインの概要，最新技術の活用事例や諸外国の熱中症
対策など，来る夏に備えて改めて知っておきたい熱中症対策の最新動向を幅広い視点で論じた解説，原著，総説が掲載
されている．本特集の副題にあるように，近年の異常気象は「New Normal（新たな日常）」と称されるほど厳しいものとなっ
ている．本特集が，多くの読者にとって，熱中症対策の知見や認識のアップデートの機会となることを期待したい．
本号には上記特集のほか，原著１件と国立保健医療科学院の研究課程及び専門課程の令和６年度の修了者等による研

修報告が８件掲載されている．こちらについてもぜひご一読いただきたい．
最後に，令和７年度（本号）より本誌編集委員会は新体制となった．70 年を超える歴史を受け継ぎつつ，公衆衛生の

多様な課題の解決に向けた道標となるような雑誌を，読者の皆様とともにつくっていきたいと考えている．これからも
本誌を温かく見守っていただけると幸いである．
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